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神社が三社あり、それぞれに
上社、中社、下社と名付けられている。その下社の宮司
さまとお話しする機会を得、いのちやこころに関するこ
とを深く感じる時間をもった。
下社のある吉野郡下

しも

市
いち

町は、ごろごろ水を汲みに行く
途中で通る場所だ。ごろごろ水とは、大峰山脈から湧き
出る清水でアルカリ成分が多く、身体にとても良い。そ
こで、おととしの秋から我が家の飲み水と調理に関わる
一切のものにこの水を使用している。丹生川上神社は今
から千三百年前に天武天皇が創建し、雨を司る神様を祀
る。つまり日本最古の水の神様がいらっしゃる場所とい
うわけだ。
水は人間の身体のほとんどを占めるとても大切なもの

である。その清らかなものを体内に宿すことで、こころ
も清らかでいられるだろう。ましてや人間が生きる上で
必要な作物はこの水がなければたちまち枯れてしまう。 
　いつのころからか、外国産の水を販売し消費するように
なった日本人ではあるが、本来は山を守りそこに湧き出
る清水からいのちをいただくことに感謝をする生き方が
主であったはずだ。けれども経済優先の時代にあって、
苦労の末の約束されない恵みよりも、お金を出せばすぐ
に手に入る簡単な生き方を選んでしまっている現実。
どうすれば本来の日本人としての精神世界の豊かさを

取り戻せるのだろうと宮司様に問うたところ、こんな答
えが返ってきた。
「『言挙げせず』という言葉を知っていますか？」 
勉強不足のわたしは「いいえ」と答える。そんなわた

しに宮司様はやさしく、これは万葉集の中に出てくる言
葉で日本独自の精神を伝えるものだと説いてくださった。
さて、「言挙げ」とは。「言葉に出す」という意味だそう
で、ならば「言挙げせず」とは「言葉に出さない」とい
うことだ。それは「主張」を第一に掲げ、グローバル時
代をゆく人々にとって「？？」の答えだろう。しかし、
かつての日本人は他者の感情を察し、こころを感じ、お
互いの、言葉ではない精神部分をもっとも重んじながら
会話をしてきたのではなかったか。 
余談だが、20代の頃おつきあいをしていた彼に手紙を

したためたことがある。内容はこうだ。
「言葉ではわたしの気持ちが伝わらない。言葉なんてな
ければいいのに。ただ、そばにいて触れているだけでい
い」 
自分がまだまだ成熟したこころを有していないのに、
想いだけは万葉人と近しいものがあったのか。 
それはさておき、こころがいかに自分を複雑化させてい

るか、本来のそれがいかにあさはかであるか、に思い至
れば、その逆、いかにシンプルにまっとうであれるのか
に力を注げばいいのだ。そうして、自分というものが元
気であって、「言挙げせず」とも他者のこころを思いやる
清らかで優しい精神を持ち合わせたい。なんでもかんで
もルールや規則でがんじがらめになり人を信頼できない
社会よりも、そういったものがなくとも人を信頼し、成
熟した社会に生きる自分として立てるよう、まずは自分
のこころを磨こうと思う。きっとそれは美しい日本の、
いや世界の到来とも結びついているはずだから。  
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生まれ育った奈良で映画を撮り続ける。『殯の森』（2007）でカンヌ国
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